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高
月
町
立
図
書
館
長

最
近
で
は
、
学
校
図
書
館
と
公
共
図
書

館
と
の
間
で
、
従
来
と
は
異
な
る
新
し
い

関
係
が
求
め
ら
れ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

学
校
の
図
書
館
で
は
処
理
で
き
な
い
こ

と
が
生
じ
た
場
合
、
先
生
は
、
司
書
教
諭

や
学
校
の
司
書
に
は
相
談
せ
ず
、
地
元
の

公
共
図
書
館
に
や
っ
て
く
る
場
合
が
多
い
。

相
談
の
内
容
も
様
々

で
、
「
こ
れ
に
関

す
る
本
は
あ
り
ま
す
か
。
」
と
い
う

の
は

よ
く
あ
る
が
、

「
ニ
ュ

ー
ジ
ー

ラ
ソ
ド
か

ら
輸
入
し
て
い
る
果
物
の
統
計
を
知
り
た

い
。
」
と
言
っ
て
こ

ら
れ
、
回
答
す
る
と

今
度
は
「
で
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ソ
は
ど
う

で
し
ょ
う
。
」
と
聞
か
れ
た
り
す
る
。
こ

う
な
っ
て
く
る
と
図
書
館
側
の
対
応
も
な

か
な
か
大
変
で
あ
る
。

今
こ
う
や
っ

て
聞
い
て
く
る
先
生
は

一

部
の
熱
心
な
方
だ
が
、
そ
の
う
ち
学
校
全

体
で
授
業
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
公

共
図
書
館
が
学
校
図
書
館
の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
を
当
然
行
う
よ
う
に
な
り
、

そ
の
時
に
、

学
校
と
図
書
館
と
の
関
係
が
新
し
い
も
の

に
な
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
学
校
と
図
書
館
の
連
携
と

い
え
ば
、
学
校
に
プ
ッ
ク

ト
ー
ク
に
行
く

く
ら
い
で
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
学
校
か

ら
統
計
類
や
辞
書
等
の
情
報
面
で
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
も
あ
れ
ば
、
こ
う

い
う
絵
は
あ

り
ま
せ
ん
か
、
な
ど
と
い
う
依
頼
も
出
て

く
る
よ
う
に
多
様
化
し
て
き
て
い
る
。

先
日
も
先
生
が
「

一
冊
の
絵
本
を
も
と

に
い
ろ
い
ろ
な
本
を
紹
介
す
る
と

い
う
授

業
を
し
て
み
た
い
。」

と
図
書
館
に
相
談

に
来
ら
れ
た
。
話
を
よ
く
聞
い
て
み
る
と
、

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
、

一
冊
の
本
に
つ
い
て

み
ん
な
が
読
み
、
そ
の
中
に
例
え
ば
「
お

ひ
さ
ま
」
が
出
て
き
た
ら
そ
れ
を
き
っ

か

け
に
「
お
ひ
さ
ま
」
が
出
て
く
る
本
は
ま

だ
他
に
こ
ん
な
い
ろ
い
ろ
な
本
が
あ
り
ま

す
よ
と
い
う
授
業
展
開
を
し
た
い
、
つ
い

て
は
図
書
館
の
職
員
が
学
校
に
来
て
見
本

を
示
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

こ。t
 

明ら
み

っ

じ
ょ
う
定

義t

人と

学
校
図
書
館
と
公
共
図
書
館
と
の
新
し
い
関
係

こ
の
時
は
、
結
局
学
校
図
書
館
の
担
当

を
し
て
い
る
職
員
が
そ
の
学
校
に
行
き
、

授
業
で
と
り
あ
げ
る
絵
本
を
中
心
に
、
関

連
す
る
本
の
紹
介
を
行
う
こ
と
で
先
生
の

依
頼
に
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
た
学
校
か
ら
の
要
求
に
こ
た
え

て
い
く
こ
と
は
、
図
書
館
と
し
て
は
非
常

に
手
間
と
労
力
が
か
か
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
要
求
に
対
し
て
は
、

い
た
ず
ら
に
こ
れ
を
拒
否
す
る
の
で
は
な

く
、
当
面
は
学
校
と
付
き
合
っ
て
い
く
中

で
、
双
方
の
関
係
を
よ
り
良
い
方
向
に
発

展
さ
せ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

先
生
た
ち
も
図
書
館
に
任
せ
っ
き
り
に

す
る
の
で
な
く
、
も
う
少
し
自
分
た
ち
で

考
え
て
も
ら
い
、
例
え
ば
先
程
の
絵
本
の

ケ
ー
ス
で
い
え
ば
、
先
生
に
も
絵
本
を
探

す
努
力
を
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
考
え

て

い
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ
か
ら
も
学
校
か
ら
は

様
々
な
形
で
公
共
図
書
館
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
求
め
て
く
る
だ
ろ
う
し
、
そ
れ

に
ど

う
対
応
し
て
い
く
か
は
今
後
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
。

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

J
 

一

平
成
十

二
年
度
定
期
総
会

の
後
に

~

~
行
わ
れ
た
講
演
「
学
校
図
書
館
と
公
~

~
共
図
書
館
」
の
う
ち
「
学
校
図
書
館
~

~
と
公
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書
館
の
新
し
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関
係
が
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会
の
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に
お
い
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ま
と
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た
。
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平
成
十

二
年
度
定
期
総
会
が
五
月
二
十

六
日
（
金
）
に
、
京
都
市
青
少
年
活
動
セ

ソ
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
際
し
て
、
村
上
会
長
の
あ
い
さ

っ
、
京
都
府
教
育
庁
指
導
部
長
（
社
会
教

育
課
長
代
読
）
の
来
賓
あ
い
さ
つ
に
つ
づ

い
て
、
平
成
十

ニ

・
十
三
年
度
理
事
の
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総

会

議

事

総
会
は
、
加
茂
町
立
図
書
館
長
井
上
敬

子
氏
を
議
長
に
選
出
。
加
盟
館
三
十
五
館

の
出
席
、
十
八
館
の
委
任
状
提
出
に
よ
り
、

総
会
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
、

議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
平
成
十

一
年
度
会
務
報
告

・

決
算
報
告
、
平
成
十

二
年
度
事
業
計
画

（案）

・
予
算
（
案
）
が
、
報
告

・
提
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
「
資
料
の
相
互
貸
借
実
施

要
領
」
の

一
部
改
訂
に
つ
い
て
提
案
（
現

在
の
相
互
貸
借
伝
票
の
貸
出
伺
を
廃
止
し
、

四
枚
か
ら

三
枚
に
す
る
。）

が
さ
れ
、
新

府
立
図
書
館
開
館
ま
で
の
暫
定
的
処
置
と

し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
監
事
の
選
出
・
顧
問
の
委
嘱
に
う

つ
り
、
提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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京都府図書館等連i

総会であいさつする村上会長

会

務

報

告

会
務
報
告
で
は
、
は
じ
め
に
府
内
の
図

書
館
を
め
ぐ
る
状
況
と
し
て
、
十

一
年
度

に
京
都
市
左
京
図
書
館
（
五
月
）
、
久
御

山
町
立
図
書
館
（
八
月
）
が
新
築
移
転
に

よ
り
開
館
し
た
こ
と
。
十
二
年
度
に
は
精

華
町
立
図
書
館
、
十

二
年
度
以
降
に
は
京

都
市
下
京
図
書
館
の
新
築
移
転
が
予
定
さ

れ
、
ま
た
新
た
に
、
岩
滝
町
で
は
十
三
年

度
開
館
を
め
ざ
し
て
図
書
館
建
設
が
準
備

中
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
動
き
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
京
都
府
立
図
書
館
で
は
、
十

二

年
秋
に
は
新
館
へ
の
移
転
が
予
定
さ
れ
、

そ
れ
に
伴

っ
て
協
力
貸
出
が
十

二
年
二
月

か
ら
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
活
動
と
し
て
は
、
府

平
成
↓
＇
二
年
度
定

期

総

会

開

か

れ

る

民

一
人
当
た
り
の
蔵
書
冊
数
や
貸
出
冊
数

が
引
き
続
ぎ
前
進
し
て
い
る
が
、

一
方
で

条
件
整
備
の
面
で
課
題
を
抱
え
て
お
り
、

全
体
と
し
て
は
、
格
差
が
拡
大
す
る
傾
向

に
あ
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
市
町
村
間

等
の
相
互
貸
借
も
増
加
の
一
途
で
、
府
立

図
書
館
の
貸
出
中
止
に
よ
り
、
W
A
N
T

E
D
の
実
施
方
法
の
変
更
が
な
さ
れ
ま
し

こ
。
↑
 さ
ら
に
、

コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
導
入
の
動
き

も
活
発
で
、
京
都
市
の
「
京
（
み
や
こ
）

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
ネ
ッ
ト
に
向
島
図
書
館

が
加
わ
っ
て
十

二
館
に
な
り
、
峰
山
町
で

も
新
た
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
宮

津
市
、
八
木
町
で
も
導
入
の
準
備
が
始
ま

り
ま
し
た
。

京
図
連
協
の
組
織
は
、
十

一
年
度
京
都

市
久
世
ふ
れ
あ
い
セ
ソ
タ
ー
、
久
美
浜
町
、

三
和
町、

日
吉
町
が
新
た
に
加
盟
し
、
未

加
盟
の
六
町
村
に
つ
い
て
も
十

二
年
度
当

初
か
ら
加
盟
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十

二
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
総

会

・
理
事
会
を
は
じ
め
、
研
修

・
研
究
、

相
互
協
力
、
広
報
等
の
各
委
員
会
で
事
業

の
具
体
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
特
別
委
員
会
も
引
き
続
ぎ
設
置

さ
れ
、
京
都
府
図
書
館
総
合
目
録
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
運
営
協
議
会
準
備
会
が
四
月
に
発

足
し
た
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
実
務
的
に

作
業
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

事

業

計

画

来

十

二
年
度
被
表
彰
者

来

杉
原
裕
子
（
京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館）

久
保
田
満
子
（
京
都
市
洛
西
図
書
館
）

前
田
あ
ず
さ
（
京
都
市
久
我
の
も
り
図
書
館
）

岡
本
三
容
子
（
向
日
市
立
図
書
館
）

芦
田
穂
子
（
向
日
市
立
図
書
館
）

笹
田
保
治
（
宇
治
市
中
央
図
書
館
）

丹
田
長
史
（
木
津
町
中
央
図
書
館
）

池
田
文
美
（
木
津
町
中
央
図
書
館
）

山
本
美
幸
（
亀
岡
市
立
図
書
館）

永
本
洋

一
郎
（
福
知
山
市
立
図
書
館
）

矢
部
弘
毅
（
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
点
字
図
書
館
）

伊

東

泰

子

（京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

田
中
元
美
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

小

林

育

子
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

池

田

澄

美
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

松
田
万
智
子
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

吉
田

江

美
（
京
都
府
立
図
書
館
）

清

田

泰

代
（
京
都
府
立
図
書
館
）
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十
ニ
・
十
三
年
度
の
役
員
を
代
表
い
た

し
ま
し
て
ひ
と
こ
と
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。平
素
、
皆
様
方
に
は
京
図
連
協
に
対
し

ま
し
て
、
暖
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
私
ど
も
役
員
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
図
書
館
を
と
り
ま
く
諸
状
況
は

厳
し
く
、
ま
た
京
図
連
協
の
課
題
も
多
い

中
、
皆
様
方
の
お
力
を
得
て
役
目
を
果
た

し
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
、

二
十
世
紀
最
後
の
年

で
あ
り
ま
す
が
、
図
書
館
に
と
り
ま
し
て

は
図
書
館
法
制
定
五
十
周
年
と
い
う
節
目

の
年
で
あ
り
、
「
子
ど
も
読
書
年
」
と
い

う
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

京
図
連
協
に
と
り
ま
し
て
は
、
当
協
議
会

に
府
下
全
市
町
村
図
書
館
等
が
加
盟
さ
れ

た
年
で
あ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
相
互
協
力

の
精
神
が
強
く
求
め
ら
れ
図
書
館
運
営
の

活
発
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
今
日
、
高
度
な
情
報

通
信
機
器
の
進
展
に
よ
り
、
図
書
館
が
提

供
で
き
る
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
は
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
と
相
侯
っ
て
高
度
化
・
多
様
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

従
来
の
図
書
館
運
営
の
感
覚
で
は
お
ぼ

つ
か
な
い
点
も
出
て
き
て
お
り
、
時
代
に

即
応
し
た
幅
広
い
知
識
と
柔
軟
な
発
想
、

>→‘ 
し

京
図
連
協
会
長

村
i

上

挨

拶

康

夫

さ
ら
に
は
迅
速
な
行
動
力
が
要
求
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、

京
図
連
協
は
、
府

内
図
書
館
等
の
動
き
を
把
握
し
、
そ
の
実

態
に
沿
っ
て

「
図
書
館
事
業
等
の
振
奥
及

び
相
互
間
の
協
力
」
が
は
か
れ
る
よ
う
努

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
役
員
は
も
と
よ
り
各
種
委

員
が
、
今
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、

何
が
出
来
る
の
か
、
と
い
う
問
題
意
識
を

も
ち
論
議
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
ま
す
。

一
方
、
府
立
図
書
館
に
対
し
ま
し
て
は
、

市
町
村
図
書
館
等
振
典
の
た
め

一
層
指
導

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ
く
よ
う
望

ん
で
い
ま
す
。
こ
と
に
、
新
し
い
府
立
図

書
館
の
総
合
目
録
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
に
は
、
「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
大
き
な
期
待
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
思
い
ま
す
の
に
京
都
は
、

わ
が
国
最
初
の
公
共
図
書
館
「
集
書
院
」

が
開
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
他
都
市

に
な
い
古
い
図
書
館
と
し
て
の
歴
史
を
有

し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
先
人
の
功
績

を
改
め
て
見
直
す
と
と
も
に
、
こ
れ
を
バ

ネ
と
し
て
図
書
館
の
充
実
発
展
を
期
し
て

い
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

京
図
連
協
は
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

二
十

一
世
紀
に
向
け
て
明
る
い
展
望
が
開

け
る
よ
う
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

-•
第
一
回
理
事
会
よ
り

~

今
年
度
最
初
の
理
事
会
が
四
月
二
十
日

（
木
）
に
府
立
図
書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
理
事
の
自
己
紹
介
の
後
、
笠
置
町
、

野
田
川
町
、
弥
栄
町
の
公
民
館
図
書
室
か

ら
加
盟
申
込
み
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

未
加
盟
館
は
な
く
な
り
計
六
十
五
館
と
な
っ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

京
都
府
図
書
館
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
運
営
協
議
会
準
備
委
員
の
推
薦

・
各
専

門
委
員
会
委
員
に
つ
い

て
も
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

協
議
事
項
は
、
ま
ず
、
会
長
を
選
出
後
、

他
の
役
員
体
制
を
決
定
し
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
平
成
十

一
年
度
会
務
報
告

・

収
支
決
算
報
告
、
平
成
十

二
年
度
事
業
計

画
（
案
）
、
予
算
（
案
）
、
「
資
料
の
相
互

貸
借
実
施
要
領
の

一
部
改
訂
」
（
案
）
、

監
事
の
選
出
及
び
顧
問
の
委
嘱
に
つ
い

て、

そ
れ
ぞ
れ
協
議
の
結
果
、
定
期
総
会
に
諮

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
十
二

年
度
職
員
表
彰
は
、
推
薦
さ
れ
た
十
八
名

全
員
の
表
彰
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

〈
理
事
＞

会

長

村

上

康

夫
（
向
日
市
立
図
書
館
）

藤

村

英

子

（
峰
山
町
立
図
書
館
）

副
会
長

公
区
皿
車
手
〉

駒
井
孝
次
（
京
都
市
西
京
図
書
館
）

河

原

忠

（

京

田

辺

市

立

中

央

図

書

館

）

A

顧
問
＞

小

山

雄

一
（
京
都
府
立
図
書
館
）

大
槻
明
司
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

阿
久
澤
宏

一
郎
（
京
都
市
中
央
図
書
館
）

理

事

理

事

理

事

理

事
理

事

理

事

理

事
理

事

理

事

理

事

水

島

弘

之

（
福
知
山
市
立
図
書
館
）

今
泉
八
寿
代

（
京
都
府
立
図
書
館
）

大

橋

紀

雄

（
京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館
）

井

上

嘉

久

（
京
都
市
下
京
図
書
館
）

山

本

徳

善

（
宇
治
市
中
央
図
書
館
）

林

芳

男
（
井
手
町
図
書
館
）

澤

田

種

治

（
精
華
町
立
図
書
館
）

山

下

昇
（
亀
岡
市
立
図
書
館
）

北
村
多
美
子

（
美
山
町
立
図
書
館
）

矢

野

和

子

（
宮
津
市
立
図
書
館
）
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委
員
長
林
委

員村
上
井
上
山
本
水
島
澤
田
山
下

〔
総
合
目
録
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

検
討
特
別
委
員
会
〕

〔
広
報
委
員
会
〕

委
員
長
大
橋

委

員奥
山
山
本
谷山
内
西
村
森
安

ェロ：
OOエ
王
工
ご
国
エ

芳
男
（
井
手
町
図
書
館
）

康
夫
（
向
日
市
立
図
書
館
）

嘉
久
（
京
都
市
下
京
図
書
館）

徳
善
（
宇
治
市
中
央
図
書
館
）

弘
之
（
福
知
山
市
立
図
書
館
）

種
治
（
精
華
町
立
図
書
館
）

昇
（
亀
岡
市
立
図
書
館
）

〔
研
修
研
究
委
員
会
〕

委
員
長
水
島
弘
之
（
福
知
山
市
立
図
書
館
）

委

員山
田

真
澄
（
長
岡
京
市
立
図
書
館
）

笹
田
保
治
（
宇
治
市
中
央
図
書
館
）

梶
原
哲
郎
（
久
御
山
町
立
図
書
館
）

長
弓
佳
代
子
（
八
幡
市
立八
幡
市
民
図
書
館）

林

成

美

（

井

手

町

図

書

館

）

森
井
里
美
（
加
茂
町
立
図
書
館
）

新
田
博
子
（
山
城
町
立
図
書
館
）

山
本
美
幸
（
亀
岡
市
立
図
書
館
）

竹
之
内
英
子
（
舞
鶴
市
立
西
図
書
館）

吉
田
麻
由
美
（
宮
津
市
立
図
書
館
）

大
槻
成
人
（
京
都
市
山
科
図
書
館
）

田

尻

彰

（

京

都

ラ
イト

ハ
ウ
ス
点
字
図
書
館）

北
岡
伸
也
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

吉

田

江

美

（

京

都
府
立
図
書
館
）

〔
相
互
協
力
委
員
会
〕

委
員
長
今
泉
八
寿
代
（
京
都
府
立
図
書
館）

委

員上
田
ま
ゆ
み
（
京
都
市
中
央
図
書
館
）

芦
田
穂
子
（
向
日
市
立
図
書
館
）

田
中
芳
子
（
城
陽
市
立
図
書
館
）

辻

玲

子
（
京
田
辺
市
立
中
央
図
書
館）

城
洋
子
（
精
華
町
立
図
書
館
）

山
田

真
美
（
園
部
町
立
園
部
図
書
館
）

生
駒

彩
子
（
綾
部
市
図
書
館
）

和

田

朋

子
（
舞
鶴
市
立
東
図
書
館
）

藤
原
恵
美
子
（
峰
山
町
立
図
書
館
）

小
林
凱
之
（
京
都
府
立
図
書
館
）

小
林
育
子
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

紀
雄
（
京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館）

紀
（
宇
治
田
原
町
立
図
書
館）

勝
恵
（
木
津
町
中
央
図
書
館
）

義
明
（
福
知
山
市
立
図
書
館
）

卓

（

京

都
市
久
世
ふ
れ
あ
い
七
ン
タ
ー
醤
需
館
）

文
子
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

啓
子
（
京
都
府
立
図
書
館
）

〔
京
図
連
協
事
務
局
〕

今
泉
八
寿

代

山

上

泰
子

小

林

凱

之

岸

信

廣

（
京
都
府
立
図
書
館
）

本
年
十
月
中
の
竣
工
に
向

け
て
府
立
図
書
館
の
新
館
建

設
は
順
調
に
工
事
が
進
ん
で

い
ま
す
。
現
在
、
建
築
工
事

に
含
ま
れ
る
情
報
コ
ソ
セ
ソ

ト
や
設
備
や
サ
イ
ソ
類
の
確

定
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
開
発
の
方
は
府

立
両
施
設
の
デ
ー
タ
投
入

・

検
証
段
階
で
の
ハ
プ
ニ
ソ
グ

も
あ
り
少
し
遅
れ
を
生
じ
て

い
ま
す
。

京
都
府
総
合
目
録
ネ
ッ

ト

ワ
ー
ク

シ
ス
テ

ム
の
構
築
に

uヽ
)

関
し
て
は
、
六
月
二
十
九
日

ー

と
三
十
日
の
市
町
村
説
明
会

~

に
は
、
ソ
ス
テ
ム
デ
モ
を
実
施

9
し、

一
層
の
ご

理
解
を
い
た

ruだ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ

こ
先
立
ち
実
施
い
た
し
ま
し

ー‘
ー
-〗
調
査
に
は
全
市

町
村
か
ら

回
答
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼

＞

＇

申
し
上
げ
ま
す
。

結
果
、
十

二
年
度
中
に

は
、
こ
の
ネ
ッ

ト
に
少
な
く
と
も

二
十
六
館

R
-
う
ち
十
七
館
は
デ
ー
タ
提

供
）
が
参
加
に
至
る
こ
と
が

A
(
 

R
分
か
り
喜
ん
で
い
ま
す
。
今

後
さ
ら
に
参
加
館
が
増
え
る

よ
う
に
理
解
を
求
め
て
い
ぎ

B
 

ー

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

来
る
七
月
十
二
日
に
は

,．1 
ー京都府立図書館

示
都
府
総
合
目
録
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
運

営
協
議
会
準
備
会
の
第
二
回
を
開
催

し
、
協
議
会
規
約
案
や

、ソス

テ
ム
運

用
に
お
け
る
諸
課
題
に
つ
い
て
協
議

す
る
予
定
で
す
。

移
転
進
備
作
業
も
、
お
か
げ
を
も

ち
ま
し
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
市
町
村
間
の
相
互
貸

借
に
つ
い
て

F
A
X
版

W
A
N
T
E

D
を
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に

伴
う
府
立
と
市
町
村
の
両
サ
イ
ド
に

お
け
る
非
効
率
性
を
思
い
、
京
都
府

総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
必
然
性
を
思
う
昨
今
で
す
。

（
七
月
五
日

じ）＝―-ロ
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く平成12年度研究集会》

0第86回全国図書館大会

於：那覇市

10月25日（水） ～27日（金）

0全国公共図書館研究集会

・整理部門 於：金沢市

11月 1日（水） ～ 2日（木）

・奉仕部門 於：山形市

10月 5日（木） ～ 6日（金）

・参考事務分科会 於：宮崎市

10月12日（木） ～13日（金）

・児童図書館分科会 於：長野市

11月 8日（水）～ 9日（木）

~o近畿公共図書館協議会研究集会

於：大阪市

12月14日（木）

0近畿地区公共図書館研修

於：京都市

13年 2月 5日（月） ～ 9日（金）

京
都
図
書
館
大
会
実
行
委
員
会

第
九
回
京
都
図
書
館
大
会
の
第

一
回
実

行
委
員
会
が
六
月
十
四
日
（
水
）

に
京
都

府
立
図
書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
は
日
図
協
評
議
員
、
大
学

図
書
館

・
学
校
図
書
館
関
係
者
、
京
図
連

協
等
か
ら
構
成
さ
れ
、
実
行
委
員
長
に
村

上
康
夫
氏
（
京
図
連
協
会
長
）

を
選
出
し

ま
し
た
。

開
催
日
時
は
従
来
の
十
二
月
か
ら
、

京

都
府
立
図
書
館
の
新
館
へ
の
移
転
に
伴
い

左
記
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

日

時

平

成

十

二
年
九
月
十
三
日
（
水
）

会

場

同
志
社
大
学
（
今
出
川
校
舎
）

テ

ー

マ

「

21
世
紀
の
図
書
館
像
を
探
る
」

野
田
川
町
中
央
公
民
館
図
書
室

今
年
度
か
ら
京
図
連
協
に
加
盟
さ
せ

頂
き
ま
し
た
、
野
田
川
町
中
央
公
民
館
L

書
室
で
す
。

蔵
書
と
し

て
は
約

一
万
冊
あ
り
ま
す
が
、

古
い
資
料
が
多
い

こ
と
や
部
屋
が
狭
い
こ

と
か
ら
、
府
立
図
書
館
か
ら
お
借
り
し
て

い
る
六
千
冊
と
合
わ
せ
て
、
約
九
千
冊
を

開
架
し
町
民
の
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て
頂

い
て
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
が
、
利
用
し
や
す
い

図
書
室
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

平
成
十

一

年
六
月
か
ら
土
耀
日
の
夜
間
開
室
を
お
こ

な
っ
た
り
、
開
室
時
間
に
は
中
央
公
民
館

玄
関
に
大
き
な
「
図
書
室
開
室
中
」
と
い

う
看
板
を
出
し
た
り
、
話
題
の
本
を
図
書

室
入
口
に
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
し
た
り
と
い
ろ

い
ろ
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

京
図
連
協
加
盟
館
の
皆
さ
ん
に
は
、
お

世
話
に
な
る
こ
と
ば
か
り
だ
と
思
い
ま
す

が
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

笠
置
町
中
央
公
民
館
図
書
室

今
年
度
か
ら
京
図
連
協
に
加
盟
い

た
し

ま
し
た
笠
置
町
中
央
公
民
館
図
書
室
で
す
。

笠
置
町
は
、
京
都
府
の
南
端
に
位
置
し
、

東
は
南
山
城
村
、
西
は
加
茂
町
、
南
は
奈

良
市
、
北
は
山
岳
を
も

っ
て
和
束
町
に
接

し
て
い
る
人
口

二
千
百
人
余
り
の
小
さ
い

町
で
す
。

当
図
書
室
は
中
央
公
民
館
の

二
階
に
あ

り
、
開
室
日
は
月
・
水
・
金
の
週
三
日
で

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

平
成
四
年
七
月
よ
り
開
室
し
、
現
在
蔵

書
冊
数
は
、
府
立
図
書
館
か
ら
お
借
り
し

て
い
る

五
千
冊
と
合
わ
せ
八
千
冊
余
り

で

す
が
、
図
書
室
の
本
棚
も
手
狭
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
他
町
村
の
図
書
室
等
に
比
べ

れ
ば
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
等
は
ま
だ

ま
だ
行
き
届
き
ま
せ
ん
が
、
図
書
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
小
さ
い
図
書
室
な
り
に

工
夫
し
な
が
ら
住

民
の
皆
さ
ん
が
気

軽
に
た
ち
ょ
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う

な
図
書
室
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま

す
。今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま

す
。

女

新

な

加

な

盟

文

館

な

紹

心

介

ヵ
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平
成
十
年
七
月
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ

た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
特
別
委
員
会
も
、
二
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
新
府
立
図
書
館
も
い
よ

い
よ
来
春
オ
ー
プ
ソ
し
ま
す
。

委
員
会
の
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
「
総
合
目
録
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と

は
ど
ん
な
も
の
か
」

の
説
明
会
（
研
修
会
）

に
始
ま
っ
て
、
市

・
町
の
電
算
機
調
査
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ソ
の
確
定
に
よ
る
説
明
会
、

参
加
の
た
め
の
市
町
村
予
算
要
求
状
況
調

査
、
シ
ス
テ
ム
改
良
費
用
の
折
衝
、
総
合

目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
協
議
会
設
置
の

促
進
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

四
月
に
は
参
加
予
定
図
書
館
に
よ
る
運

営
協
議
会
も
開
催
さ
れ
、
今
年
の
秋
か
ら

の
テ
ス
ト
稼
働
に
向
け
た
進
備
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
後
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
別
委
員
会
と

府
立
図
書
館
に
よ
る
運
営
協
議
会
が
協
力

し
て、

市
町
村
が
抱
え
て
い
る
諸
々
の
問

題
を
解
決
す
る
よ
う
に
し
て
い

か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、

コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
を
設
置
し
て
い

な
い
図
書
館

・
読
書
施
設
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
参
加
も
促
進
し

て
い
か
な
い
と
当
初
の

目
的
が
達
成
で
き
な
い
事
に
な
り
ま
す
。

F
A
X
版
W
A
N
T
E
D
の
取
り
扱
い
と
、

資
料
の
相
互
貸
借
実
施
と
に
か
か
わ
っ

て、

今
後
十
分
な
検
討
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

◎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
別
委
員
会

仲
野
恵
子（み
か
ん
の
木
文
庫
主
宰
）

施
設
見
学
舞
鶴
市
立
西
図
書
館

第
二
日

九

月

二
十
二
日
（
金
）

実
技
講
習
会
講
師
仲
野
恵
子

ー
絵
本
か
ら
広
が
る

手
作
り
お
も
ち
ゃ

ー

〇
実
務
研
修
会
（
中
部
会
場
）

日

時

十

一
月
二
日
（
木
）

午
後
一
時
三
十
分
ー

場
所
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
点
字
図
書
館

テ
ー
マ
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

〇
実
務
研
修
会
（
南
部
会
場
）

日

時

平

成

十

三
年
二
月
頃

場

所

精

華

町

立

図

書

館

テ
ー
マ
検
討
中

講
師 ◎

研
修
研
究
委
員
会

第
一
回
の
研
修
研
究
委
員
会
を
六
月
十

六
日
に
京
都
府
立
図
書
館
で
開
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
研
修
計
画
は
、
「
子
ど
も
読

書
年
」
に
ち
な
ん
だ
研
修
を
行
う
こ
と
で
、

宿
泊
研
修
会
を

一
回
、
実
務
研
修
会
を

二

回
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

現
在
、
研
修
会
に
つ
い
て
検
討
中
で
す

が
決
定
し
て
い
る
点
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

未
定
の
研
修
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
回
の

会
報
で
報
告
し
ま
す
。

〇
宿
泊
研
修
（
北
部
会
場
）

場
所
舞
鶴
西
総
合
会
館

（
宿
泊
）
舞
鶴
簡
易
保
険
セ
ソ
タ
ー

第

一
日

九

月

二
十

一
日
（
木
）

午
後

一
時
三
十
分
ー

「
私
の
出
会
っ
て
き
た
図
書
館
と
子
供
た
ち
」

専

門

委

員

会

ユ

三
月
十
七
日
（
金
）
十

一
年
度
第

二
回

の
相
互
協
力
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

府
立
図
書
館
の
貸
出
休
止
に
伴
う
W
A

N
T
E
D
の
実
施
方
法
が

二
月
十
日
よ
り

変
更
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
各

加
盟
施
設
の
意
見
を
お
聞
き
し
、
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

対
象
資
料
の
年
限
に
つ
い
て
、
対
象
以

外
の
資
料
の
申
し
込
み
が
あ
る
。
急
ぎ

・

不
明
等
で
年
限
以
外
で
も
W
A
N
T
E
D

に
出
し
た
い
等
の
意
見
を
踏
ま
え
、
「
原

則
と
し
て

一
九
九
六
年
以
前
の
出
版
物
及

び
絶
版
ま
た
は
品
切
れ
等
に
よ
り
購
入
で

き
な
い
図
書
資
料
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た

W
A
N
T
E
D
の
件
数
が

増
加
す
る
中
、
グ
ル
ー
。フ
分
け
に
つ
い
て

も
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、

現
在
の

ニ
グ
ル
ー
プ
分
け
の
ま
ま
、
水
曜

日
（
六
月
十
四
日
か
ら
は
、
火
曜
日
の
深

夜
）
に
送
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
二
十
六
日
の
京
図
連
協
の

総
会
に
お
い
て
「
相
互
貸
借
実
施
要
領
」

の

一
部
改
訂
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
相
互
貸
借
伝
票
の
貸
出
伺
い
を
廃

止
し

三
枚
と
な
り
ま
す
。

十
二
年
度
第

一
回
の
相
互
協
力
委
員
会

は
、
府
立
図
書
館
の
新
館
へ
の
移
転
時
期

を
考
え
て
九
月
頃
開
催
を
考
え
て
い
ま
す
。

ス
◎
相
互
協
力
委
員
会

◎
広
報
委
員
会

新
し
い
広
報
委
員
に
よ
る
最

初
の
会
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

巻
頭
に
は
、
平
成
十
二
年
度

定
期
総
会
後
の
高
月
町
立
図
書

館
館
長
明
定
義
人
氏
の
「
学

校
図
書
館
と
公
共
図
書
館
」
講

演
要
旨
を
載
せ
、
総
会
に
参
加

で
き
な
い
多
く
の
会
員
の
皆
様

に
お
伝
え
し
ま
し
た
。

会
報
を
よ
り
良
い
も
の
と
す

る
た
め
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
の
こ
意
見
、

原
稿
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

編

集

子

平
成
十
二
年
度
第

一
回
広
報
委
員
会
を

五
月
十
九
日
に
京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館

で
開
催
し
、
今
年
度
の
計
画
及
び
会
報
第

五
十
二
号
の
編
集
方
針
を
検
討
し
、
次
の

よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

・
会
報
の
発
行
は
年
三
回
と
す
る
。

第
五
十
二
号

発
行
予
定
日
八
月
十
五
日

第
五
十
三
号

発
行
予
定
日

一
月
十
五
日

第
五
十
四
号

発
行
予
定
日

三
月
十
五
日

・
会
報
紙
面
の
主
構
成
と
記
事
取
材
編

集
の
分
担

•

第
五
十

二
号
の
編
集
方
針

・
次
回
委
員
会
の
開
催
日




